２ 農 研 第３２号　
令和２年10月１日　
　各　　位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人　日本農業研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　田　家　　明
令和３年度 人文・社会科学系若手研究者助成事業募集のご案内
　謹啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　さて、公益財団法人日本農業研究所は、2007年度から、食料・農業・農村をめぐる諸問題について、人文・社会科学系の分野から研究を行う若手研究者を対象とした研究助成を行っております。
　このたび、令和３年度人文・社会科学系若手研究者助成事業については、令和２年10月１日から11月30日までの間、募集いたします。
　本研究助成は、21世紀に入り、食料・農業・農村をめぐる諸問題が、グローバル化しながらも、その解決にはわが国農業の現場の実情を踏まえた実証的研究が不可欠となる中で、課題の解決に向け意欲を有する若手研究者の育成並びにその研究に対する助成を目的としております。
　つきましては、ここに「令和３年度人文・社会科学系若手研究者助成事業」の募集要項を送付させていただきましたので、本旨をお汲み取り賜り、掲示等への格別のご配慮を賜りたく、お願い申し上げます。
　敬具
　○本件についてのお問い合わせは、下記へご連絡願います。
　公益財団法人日本農業研究所　人文・社会科学系若手研究者助成事業係
　〒102-0094　東京都千代田区紀尾井町３番29号
　TEL 03-3262-6351　FAX 03-3262-6355
  ＵＲＬ　http://www.nohken.or.jp/
                                                                          以上
公益財団法人日本農業研究所

令和３年度人文・社会科学系若手研究者助成事業 募集要項
１．事業の趣旨
　公益財団法人日本農業研究所は、前身の財団法人東亜農業研究所として1942年に設立され、農業・農村問題に関する幅広い意味での社会科学部門の研究と実験農場を中心とする畜産及び環境保全型農業に関する研究を行っています。
　21世紀に入り、食料・農業・農村をめぐる諸問題は、グローバル化しながらも、その解決にはわが国農業の現場の実情を踏まえた実証的研究が不可欠となっています。この「人文・社会科学系若手研究者助成事業」は、課題の解決に向け意欲を有する若手研究者の育成並びにその研究に対する助成を目的とし、2007年度に創設したものです。
２．研究課題
　農業や食料、農村をめぐる問題について、人文・社会科学的な視点に立ち解明しようとする研究が対象であり、特定の研究課題は設定しません。選考にあたっては、実態調査に重点を置く研究であることを重視します。
３．助成内容
　助成期間は、令和3年4月1日から令和4年3月31日までの1年間です。助成額は、35万円以内とし、応募時に提出された研究計画書に基づき、その研究に必要と認める額を日本農業研究所が決定します。
　なお、経費使用については、別紙の「経費使用に係る注意事項について」を参照して下さい。
４．応募資格者
　農業や食料、農村に関する研究を行う方で、令和3年4月1日現在22歳以上35歳未満の方を対象とします。研究機関への在籍の有無は問いません。ＮＰＯ関係者や現場で実践する幅広い方々からの応募についても歓迎します。
５．応募方法
　研究助成を希望する方は、10月1日より11月30日までの間に、所定の書式に従い、応募申請書を提出下さい。これらの書式は、日本農業研究所ホームページ（http://www.nohken.or.jp/）から入手できます。
　なお、大学院生は、所属する大学院の指導教員による推薦書を添付して下さい。
６．選　考
　助成対象とする研究は、3件以内とし、選考は本所の選考委員会において行い、本所理事長がこれを決定します。選考結果は、令和3年3月末までに本所ホームページにて公表すると同時に、応募者に対して個別に通知します。
７．研究助成費の交付
　助成対象者への研究助成費の交付は、原則として令和3年4月1日に行います。
８．中間報告
　助成対象者は、所定の様式に従い、研究の実施状況について中間報告書を提出して下さい。（令和3年9月別途通知）

９．研究成果

　(1) 事業報告書の提出
  助成対象者は、令和4年3月31日までに調査研究報告（レポート）及び事業報告書を提出して下さい。
  調査研究報告（レポート）は、①調査研究の目的、②調査方法の設計（調査箇所、対象者、調査事項、アンケートか聞取りか等）、③調査の結果（具体的データと統計分析結果）と考察、④今後の検討課題、⑤論文作成計画と今回の調査研究結果の活用方針等の項目について1万字程度（図表込み）で作成して下さい（執筆要領等は別途通知）。
　事業報告書はＡ４版1枚で作成して下さい。
　(2) 研究成果の普及
　調査研究報告は、本研究所研究員の出席する報告会で発表していただき、その結果、研究成果として普及するのにふさわしいと認められるものについては、本研究所が発行する『農業研究』（研究助成費交付の翌年の発行号）に掲載します。
　なお、掲載に当たって、本研究所研究員のコメント等を踏まえて修正していただくことがあります。
　(3)助成対象者による研究成果の扱い
　助成対象となった研究成果の一部を学会報告や論文等で利用することは妨げません。ただしその場合には、本事業による研究助成費の支給を受けたことを明記して下さい。
１０．その他
　(1) 他の研究助成団体等から助成を受けている研究、助成を受けることが内定している研究及びその研究が実質的に完了している研究は、対象となりません。
　(2) 令和3年度において日本学術振興会特別研究員に採用されている方及び科学研究費補助金を受けられている方は、対象となりません。
　(3) 研究者に対する直接的な研究助成であり、研究者が属する研究機関への支援では有りません。
【送付および問い合わせ先】
公益財団法人日本農業研究所　人文・社会科学系若手研究者助成事業係
　〒102-0094　東京都千代田区紀尾井町3番29号
　Tel　０３－３２６２－６３５１　　FAX　０３－３２６２－６３５５
　URL　http://www.nohken.or.jp/
〈別紙〉
令和３年度人文・社会科学系若手研究者助成事業　募集要項
３．の経費使用に係る注意事項について　
１．原則として応募時に提出した「研究助成金の使途および予定金額」に従って適正に使用して下さい。変更される場合は、予めご相談下さい。
２．全ての支出について領収書を添付して下さい（領収書のコピー不可）。
領収書の入手が困難な短距離の電車賃・バス代等は、使用日時・区間・金額を記載した明細書を領収書の代わりに作成のうえ、添付して下さい。
３．パソコン等の汎用性のある器具備品、人件費、学会出席のための旅費、成果物の公表のための印刷費は認められません。
４．購入図書は、領収書に書籍名を記載するか、書籍名がわかる資料を添付して下さい。購入できる図書は、今回の研究助成対象の研究や報告にあたって参考とされる文献で、報告書に参考文献として掲載されるものです。また、年度末での購入は、今回の研究に使用したとは考えられないので認められません。早めに計画的に購入して下さい。
５．その他経費の使用にあたって不明点がありましたら、【問い合わせ先】までお問い合わせ下さい。
令和３年度 公益財団法人日本農業研究所人文・社会科学系若手研究者助成事業 応募申請書
推　　薦　　書
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和２年　 　月　 　日
 　公益財団法人　日本農業研究所
 　　理事長　田家邦明　殿
                                                　　　　　推　薦　者
所属機関所在地
所属機関・職名
氏名（自署）                            　　  　　　　 ㊞
　貴研究所の令和３年度公益財団法人日本農業研究所人文・社会科学系若手研究者助成事業について次のとおり推薦します。
研究者氏名
所　　　属
研究テーマ
推薦理由
令和３年度 公益財団法人日本農業研究所 人文・社会科学系若手研究者助成事業
応募申請書
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請年月日：令和２年 　　月　 　日
 　公益財団法人　日本農業研究所
 　　理事長　田家邦明　殿
	(ふりがな)
氏　　　名
	㊞　　（ 男 ・ 女 ）

	生年月日
	（西暦）　　　　　年　　　　月　　　　日（　　　　歳）

	略　　　歴

	

	所属機関
	名 称
	

	
	職 名
	


	
	所在地

	〒


	自 宅
	住 所
	〒


	連絡先
	TEL
	

　　（所属機関・自宅）*いずれかに○印

	
	FAX
	（所属機関・自宅）*いずれかに○印

	
	E-mail
	（所属機関・自宅）*いずれかに○印


	研究ﾃｰﾏ
	

	研究領域
*いずれかに○印
	1. 農業経済　　2.　農業経営　　3.　農村・地域社会  4. 食料経済　　5.　農業政策
6.　農業史　　7.　農業地理　　8.　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕


	申請額
	　　　　　　　　　　　　　　　　円
	
	


	１．研究の目的・内容・方法


	２．研究の特色（ねらい、独創性等について、関連する研究状況（申請者のこれまでの研究成果を含む）にも触れながら記入して下さい。）


	３．研究スケジュール（月単位で記入して下さい。）

	

	４．申請者のこれまでの業績および研究助成実績（枠内に入る限りで選択して記入して下さい。）

	


５．研究助成金の使途および予定金額
	
	金額（単位：円）
	使途・算出基礎

	１．研究費

	
	

	小計
	
	

	２．旅費交通費

	
	

	小計
	
	

	３．その他

	
	

	小計
	
	

	合計
	
	


  【記載例】
  １．研究費：①消耗品費（品目、数量、規格および価格を記入）、②書籍代（平均単価、数量を記入）、③複写代（単価、数量を記入）
  ２．旅費交通費：①現地調査旅費（調査地名、宿泊地名、○泊○日）
                  運賃　○○○○円×○○回＝○○○○円、宿泊費　○○○○円×○○泊＝○○○○円
  ３．その他：通信費　送料　＠○○○円×○○通＝○○○○円
個人情報の取扱いに関わる同意書
　私は、本助成に関する情報について、下記の個人情報に関する事項を承諾し、個人情報の一般公開に関して同意します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和２年　　月　　日
                                                所属
                                                氏名                    　　　　　　㊞
記
１．皆様からお預かりした個人情報は、本所研究助成に関する手続き全般（選考・結果連絡等）のためだけに使用します。
２．本所は、本件助成が決定した場合は、個人情報として、①受領者名（所属機関、役職名）、②応募テーマ名、③助成金額を公開します。公開対象は、本研究所の刊行物・ホームページ等で、一般公開します。
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